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本ダイジェスト版は、
『精選 現代の国語』から、
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「
書
く
力
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鍛
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、

未
来
を
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き
抜
く
た
め
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「
自
分
の
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え
を
持
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、表
現
す
る
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教
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書
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『精選 現代の国語』現国711

加藤 一「蒼の亜空間」
（Sub-espace azur）1972年

「亜」とは「次の」という意味です。
新たな世界へ飛び立っていく
イメージを表しています。

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。
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学
習
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要
領
の
改
訂
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よ
り
、高
等
学
校
の
国
語

教
科
書
は
、言
語
技
術
を
み
が
く
方
向
に
大
き
く
舵
を

切
り
ま
し
た
。中
で
も
、重
視
さ
れ
て
い
る
の
が「
書
く

力
」で
す
。

　
現
代
の
高
校
生
は「
打
つ
力
」に
は
長
け
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
友
人
と
文
字
を
送
り
合
う
日
々
の
中

で
、気
持
ち
を
伝
え
合
う
た
め
に
日
常
的
な
文
章
を
短

く
打
つ
の
は
得
意
で
す
。し
か
し
、読
み
手
を
説
得
す
る

た
め
に
論
理
的
な
文
章
を
長
く
書
く
の
は
苦
手
で
、特

に
次
の
四
つ
の
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

①
文
脈
に
合
っ
た
言
葉
を
吟
味
し
、

　
適
切
に
選
択
す
る
力

②一貫
性
を
持
っ
て
、文
章
全
体
を
構
成
す
る
力

③
読
み
手
の
知
識
を
想
定
し
て
、

　
分
か
り
や
す
く
書
く
力

④
洗
練
さ
れ
た
文
体
で
、

　
書
き
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
く
書
く
力

　
明
治
書
院
の『
現
代
の
国
語
』で
は「
書
く
こ
と
の

窓
」と
い
う
コ
ラ
ム
を
通
し
て
①
～
④
の
文
章
力
向
上

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
の
学
び
に
留
ま
ら
ず
、大
学
進
学
後
の
論

文・レ
ポ
ー
ト
、さ
ら
に
は
就
職
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の

執
筆
力
に
つ
な
が
る
真
の「
書
く
力
」を
、こ
の
時
期
に

し
っ
か
り
鍛
え
て
お
く
。本
書
に
は
そ
の
た
め
の
エ
ッ
セ

ン
ス
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
教
科
書
編
集
委
員
の
先
生
か
ら

「
書
く
こ
と
の
窓
」

国
立
国
語
研
究
所
教
授

石
黒
圭
先
生　

高校3年間の学習のゴールを「言葉を的確に理解し、効果的に表現する力を身につける」とし、
必修科目に続く選択科目を「論理国語」「文学国語」「古典探究」で構成。

２
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ル
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ー
ル

１
年
生
の
ゴ
ー
ル

自分の言葉のルーツを知る

自分の言葉を豊かにする

自分の言葉で文化を伝える
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高校3年間のゴール
＝言葉を的確に理解し、

効果的に表現する力を身につける

自分の言語文化を築く 自分の言葉を見つける

選
択
科
目「
国
語
表
現
」は
、よ
り
実
社
会
で
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
目
指
す
科
目
で
あ

り
、ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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定 ＝定番教材

テーマ
※単元の中心となるテーマ
分かりやすい！領域別・テーマ別の単元構成

単元1
ことば・思考
読むこと 1

単元2
自己・他者
話すこと・
聞くこと 1

単元4
情報・メディア
読むこと 2

単元3
芸術・文化
書くこと 1

単元5
哲学・思想
話すこと・
聞くこと 2

表現方法
を学ぶ

文学や芸術、自他の
文章を扱いながら、
多様な表現を知る。

資料の見方
を学ぶ

情報や意味を問う文
章のなかで、構造理
解や着眼点を知る。

分
か
り
や
す
い
！

領
域
別・テ
ー
マ
別
の

単
元
構
成

定

定
定

未来を予測する最善の
方法           松田雄馬

「人工知能」が人間の知能を
超える「シンギュラリティ」に
触れ、情報化社会の中でどう
生きるべきかを問う、数理科
学者による示唆的な文章。構
造的な読み方を身につけま
す。

自他のあいだの〈間〉
鷲田清一

大学入試頻出著者による「ア
イデンティティ」をテーマにし
た文章。他者とのかかわりに
ついて考え、ことばの伝え方
を学びます。

自分の時間で読み継ぐ
長田 弘

現代詩人長田弘の新聞コラム
欄で発表した読書論。身近な

「読書」について、詩人が高
校生に問いかけるメッセージ
性のある文章で、表現の手法
を学びます。

P12

単元の流れ

わかりあえない
ことから　   平田オリザ 

「「対話」とは、話し合いで個々の
読みからより深い読みを得るこ
とでもある。それを知るのによ
い教材である。（岸洋輔／早稲
田大学講師）

執筆協力者の
おすすめ
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の
書

 

6

読

7 

会
社
・
済
経

く
書

の
と
こ

 

窓 
　
　

め
す
す
の
書

 

7

読

8 

和
平
・
界
世

す
話

・
と
こ

く
聞

の
と
こ

 

窓 

　
　

4

定 ＝定番教材

定 定
定

定 定

〈普遍語〉とは何か？ 
水村美苗

入試頻出作家。〈書き言葉〉
が人類にもたらした意味を知
り、言語の意義を改めて考え
言葉そのものの理解を深め
ます。

対話する社会へ
暉峻淑子

「対話」そのものに言及した
経済学者の文章。現代の国
際社会における対話の必要性
について考える。「単元の言
語活動」では、「会議の原理」

（後見返し）を参考にしなが
ら、目的に応じた結論の出し
方を学びます。

P14

現代社会はどこに向
かうか 　　 見田宗介
社会学者による文章。人口増
加と地球の環境容量の推移に
より、今後の社会のありかた
を見直す論を展開。ＳＤＧｓを
テーマに、分かりやすい文章
の構成を学びます。

●コラム
総論から各論へ展開。学習活動を進めるうえで必
要になる知識・技能に対する理解を助け、「単元
の言語活動」で生かせるコラム「話すこと・聞く
ことの窓」３つ「書くことの窓」４つを設けました。

P15・17

●実用的な文章
スマホにより日常的となっ
た「打ち言葉」をはじめ、
メディアの特性に応じた言
葉の使い方を学びます。

P18

●読書のすすめ
単元教材と関連した書籍
を掲載。 主体的に知識
を広げるきっかけとなる
読書ガイド。

P20

漢文脈と近代日本
齋藤希史

書記言語としての漢文の有用
性を説いた文章を読み、日本
文化とのつながりを学びます。

P16

単元6
環境・自然・生命

書くこと 2

単元7
経済・社会
書くこと 3

単元8
世界・平和
話すこと・
聞くこと 3

単元9
言語・歴史
書くこと 4

発想の出し方
を学ぶ

生命の営みに関する発
見型文章を扱いなが
ら、着想方法を知る。

文章の構成を
学ぶ

現代社会の問題につい
て触れながら、わかり
やすい伝え方を知る。

場面に応じた
表現を学ぶ

言語にまつわる文章
のなかで、明解な文
章の書き方を知る。

単元の流れ

●単元の言語活動
複数教材を用いた学習を
行い、未来を生き抜くた
めに必要な思考力や表現
力を養います。

P20

現代社会はどこ
に向かうか　 見田宗介
ロジスティック曲線がテーマで
す。図を使った評論として、現代
社会を考えるための評論として
おすすめです。 （加藤玲奈／東
京都立八丈高等学校教諭）

執筆協力者の
おすすめ

単元の言語活動
 表現させる前後の指導内容や
評価の観点が具体的に書かれ
ており、授業作りに大きく貢献す
ることと思います。（金巻秀樹／
早稲田大学高等学院教諭）

執筆協力者の
おすすめ

生命誌からの
メッセージ    中村桂子
生命誌に触れることで、多様性
や個性の重要性、またいのちの
大切さやヒトの在り方について
考えさせたい。（木戸有希/埼玉
県立所沢中央高等学校教諭）

執筆協力者の
おすすめ

	 118ページ『生命誌絵巻』　協力：団まりな　絵：橋本律子
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精選 現代の国語
領域別教材一覧

領
域
別
教
材一覧 元

単

い
ら
ね
の
元
単

容
内
習
学

材
教

ページ数

る
す
握
把
を
容
内
と
造
構

 

深
を
え
考
の
分
自
、
し
釈
解
を
容
内

る
め

係
関
の
と
能
技
・
識
知

読むこと
1

・
ば
と
こ

考
思

 

ま
ざ
ま
さ
、
を
張
主
の
手
き
書

る
取
み
読
ら
か
現
表
な

る
知
を
現
表
な
様
多

 

把
を
点
要
え
捉
に
確
的
を
容
内

る
す
握

〇

ぐ
継
み
読
で
間
時
の
分
自
る
す
解
理
を
き
働
の
葉
言

10

〇

立
み
組
な
的
果
効
の
章
文

ぶ
学
を
方
て

」
ず
わ
思
「
と
」
と
ふ
「

15

〇

て
い
つ
に
性
当
妥
の
報
情

る
す
味
吟

み
読
を
章
文
な
的
理
論
「

」
う
よ
し
評
批

21

4

・
報
情

 

て
し
用
活
に
う
よ
の
ど
を
報
情

る
え
考
か
き
べ
く
い

う
使
を
現
表
な
ま
ざ
ま
さ

 

の
分
自
で
ん
読
を
表
図
や
章
文

る
め
深
を
え
考

〇

立
み
組
な
的
果
効
の
章
文

ぶ
学
を
方
て

法
方
の
善
最
る
す
測
予
を
来
未

68

〇

76

〇

理
を
係
関
の
拠
論
と
張
主

る
す
解

」
う
よ
え
か
き
書
に
式
形
の
他
「
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覧
一
材
教
別
域
領

元
単

い
ら
ね
の
元
単

容
内
習
学

材
教

ページ数

・
定
設
の
題
話

と
集
収
の
報
情

討
検

し
夫
工
を
成
構

す
話
て

し
夫
工
を
現
表

す
話
て

分
自
て
し
理
整
を

る
め
深
を
え
考
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た
じ
応
に
的
目

る
す
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合
話

係
関
の
と
能
技
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識
知

話すこと・聞くこと
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者
他
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自

 

考
て
い
つ
に
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か
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は
と
分
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る
え
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知
を
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割
役
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葉
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つ
に
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踏
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思
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・
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い
ら
ね
の
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内
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学
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ページ数

情
・
定
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の
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と
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収
の
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し
夫
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成
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く
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夫
工
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え
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手
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葉
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す
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の
存
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と
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に
か
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を
彙
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立
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組
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果
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の
章
文
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学
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方
て
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衝
る
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を
間
時
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〇
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現
表
な
的
曲
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や
喩
比

ぶ
学
て
い
つ
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う
こ
書
を
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見
意
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142
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活
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る
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考
て
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文
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果
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〇
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代
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る
す
解
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き
働
の
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言
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果
効
の
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方
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て
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つ
に
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言
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る
え
考

 

配
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体
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て
せ
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に
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る
す
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夫
工
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〇

〇

の
葉
言
き
書
と
葉
言
し
話

う
使
て
え
ま
踏
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197
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立
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組
な
的
果
効
の
章
文

ぶ
学
を
方
て

」
う
こ
書
を
文
介
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「

210

7

「
た
し
か
に
学
ぶ
工
夫
」 

先
生
と
生
徒
が一体
と
な
る
学
習
計
画
！

●学びに向かう力│自ら学び続ける工夫
何をどのように学ぶのか、どんな力が身につくのかを、
先生と生徒が共有できるように「領域別教材一覧」を
教科書の最初に配置しました。一年間の学習を見通す
だけでなく、振り返る際にも役立ちます。領

　
　
域

領
域
の
流
れ

実
用
的
な
文
章

論
理
的
な
文
章

読
む
こ
と

精　
　
読

広　
　
告4

教
材 速　

　
読

白　
　
書

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

伝
え
る
こ
と
ば

案　
　
内

6
教
材

ア
イ
デ
ア
出
し

企
画
書

議　
　
論

会
議
の
原
理

書
く
こ
と

こ
と
ば
選
び

レ
ポ
ー
ト

9
教
材

比
較
説
得

解　
　
説

構　
　
成

手
配
書

文
体
配
慮

打
ち
言
葉
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こ
と
ば
・
思
考

1
書
き
手
の
主
張
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
か
ら
読
み
取
る

多
様
な
表
現
を
知
る

内
容
を
的
確
に
捉
え
要
点
を
把
握
す
る

•

自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ

　長
田

　弘

•

「
ふ
と
」 

と 

「
思
わ
ず
」

　多
和
田
葉
子

実
用
的
な
文
章

❖

広
告 

―
関
心
を
引
く
表
現
を
学
ぼ
う
―
　
　

書
の
す
す
め 

1

読
論
理
的
な
文
章

「
自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ
」「『
ふ
と
』
と
『
思
わ
ず
』」

や
「
広
告
」
を
読
み
、
形
式
の
違
い
に
つ
い
て
気
づ
い
た

こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
単
元
の
言
語
活
動
１

論
理
的
な
文
章
を
読
み

批
評
し
よ
う

21
ペ
ー
ジ

読
む
こ
と
１

読
む
こ
と
２
　
他
の
形
式
に
書
き
か
え
よ
う 

88
ペ
ー
ジ

9

９つの単元の最初に扉をつけて、 
その単元で学ぶこと学ぶことを明確にしました！

　
読
む
こ
と

　
読
む
こ
と

　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　
書
く
こ
と

　
書
く
こ
と

　
書
く
こ
と

　
書
く
こ
と

●単元の言語活動
ねらいに書かれたことを具体
的に指導できるように実践
的な活動例を示した「単元
の言語活動」を単元の最後
に設け、知識及び技能の定
着が図れるようにした。

単元で扱う全教材●単元のテーマ
単元をテーマ別にしたことで

「何について学ぶのか」が
分かりやすくしました。

●単元のねらい
単元目標を明示。目標に沿っ
た問いを「深い学びのため
に」に反映。

●各領域における
学びの流れを図式化
前後の「単元の言語活動」
との関連性、学習の全体像
が把握できる。
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引
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出
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発
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２
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「
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３
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と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
介
紹

 

１
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
見
意
の
分
自

 

る
え
考
て
い
つ
に
術
芸
な
近
身

ぶ
学
を
た
か
し
の
現
表
な
様
多

る
す
に
確
明
を
と
こ
い
た
え
伝

い
ろ
し
も
お
、
い
手
上

　

矢
亜
藤
齋

 



る
あ
で
源
資
は
識
意
美

　原
　
哉
研

 

―

う
よ
え
伝
を
え
考
の
分
自
る
す
対
に
題
課

―

く
書

の
と
こ

 

窓

法
方
の
び
選
葉
言

め
す
す
の
書

 

3

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実

4

る
え
考
か
き
べ
く
い
て
し
用
活
に
う
よ
の
ど
を
報
情

う
使
を
現
表
な
ま
ざ
ま
さ

る
め
深
を
え
考
の
分
自
で
ん
読
を
表
図
や
章
文

法
方
の
善
最
る
す
測
予
を
来
未

　

馬
雄
田
松



　
垣
西

　通

書
白

 

―

―

め
す
す
の
書

 

4

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実

「

法
方
の
善
最
る
す
測
予
を
来
未

「」

能
知
工

「
や
」

書
白

と
こ
る
か
分
ら
か
こ
そ
、
み
読
を
」

。
う
よ
み
て
め
と
ま
を
え
考
の
分
自
、
か
き
べ
く

動
活
語
言
の
元
単

4

み
読
を
章
文
な
的
理
論

う
よ
し
評
批

１
と
こ
む
読

２
と
こ
む
読

　

う
よ
え
か
き
書
に
式
形
の
他

 

想
思
・
学
哲
5

ぶ
学
て
い
つ
に
想
思
る
な
と
礎
基
の
化
文

る
す
解
理
て
い
つ
に
係
関
の
報
情
と
報
情
や
て
立
み
組
の
章
文

る
せ
さ
得
納
を
手
相
、
び
学
を
方
え
伝
な
的
果
効

味
意
の
と
こ
く
働

　
田
内

　
樹



論
徴
象
の
坐

―

性
体
身
の
屋
家
本
日

　

正
英
部
田
矢

書
画
企

 

―

う
よ
し
討
検
に
的
観
客
を
報
情

―

め
す
す
の
書

 

5

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実

す
話

・
と
こ

く
聞

の
と
こ

 

窓

「

味
意
の
と
こ
く
働

「」

論
徴
象
の
坐

た
分
自
、
み
読
を
」

さ
。
う
お
合
し
話
で
ス
ラ
ク
か
た
え
考
に
う
よ
の
ど
が
ち

「、
に
ら

書
画
企

て
え
ま
踏
を
と
こ
だ
ん
学
、
み
読
を
」 動

活
語
言
の
元
単

5

の
論
結
や
た
か
し
の
い
合
話

う
よ
し
夫
工
を
方
し
出

・
と
こ
す
話

３
と
こ
く
聞

め
と
ま
を
報
情
た
め
集

う
よ
し
表
発

・
と
こ
す
話

２
と
こ
く
聞

る
れ
ら
得
が
解
理
の
手
相

う
よ
し
夫
工
を
現
表
に
う
よ

・
と
こ
す
話

１
と
こ
く
聞

命
生
・
然
自
・
境
環
6

「

「」

場
の
存
共
、
物
動
と
人

所
「」

突
衝
る
ぐ
め
を
間
時

「
や
」

説
解

意
、
み
読
を
」

。
う
よ
み
て
い
書
を
文
見

動
活
語
言
の
元
単

6

１
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
見
意
の
分
自

 

２
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
見
意

 

３
と
こ
く
書

　

う
よ
め
と
ま
に
料
資
明
説

 

４
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
介
紹

 

る
え
考
て
い
つ
に
存
共
の
命
生

る
す
意
注
に
方
い
扱
の
報
情

る
え
整
を
章
文
の
分
自
、
に
う
よ
る
れ
ら
得
を
解
理
の
手
み
読

　
　
　

―

」
性
「と
」
生
「る
く
て
え
見
ら
か
胞
細

　

子
桂
村
中



所
場
の
存
共
、
物
動
と
人

　
田
祖

　修



突
衝
る
ぐ
め
を
間
時

　
山
内

　節

説
解

 

―

う
そ
示
に
確
明
を
報
情
る
す
と
要
必
が
手
み
読

―

め
す
す
の
書

 

6

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実

く
書

の
と
こ

 

窓

想
構
の
筆
執
章
文

会
社
・
済
経
7

「

「」

う
か
向
に
こ
ど
は
会
社
代
現

か

る
す
対
に
会
社
代
現
て
え
ま
踏
を
れ
そ
、
み
読
を
」

「、
に
ら
さ
。
う

書
順
手

伝
を
報
情
な
確
正
、
み
読
を
」

め
と
ま
に
料
資
を
と
こ
た
べ
調
、
て
え
ま
踏
を
法
方
る
え

。
う
よ

動
活
語
言
の
元
単

7

１
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
見
意
の
分
自

 

２
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
見
意

 

３
と
こ
く
書

　

う
よ
め
と
ま
に
料
資
明
説

 

４
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
介
紹

 

る
え
考
て
い
つ
に
響
影
す
ぼ
及
に
活
生
が
済
経

ぶ
学
を
成
構
の
章
文

る
す
夫
工
に
う
よ
る
わ
伝
に
確
的
が
え
考
の
分
自

　

人
克
井
岩



か
う
か
向
に
こ
ど
は
会
社
代
現

　

介
宗
田
見

書
順
手

 

―

う
よ
し
達
伝
に
確
正
を
順
手

―

く
書

の
と
こ

 

窓

法
方
る
す
く
す
や
り
か
分
を
章
文

め
す
す
の
書

 

7

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実

和
平
・
界
世
8

る
え
考
て
い
つ
に
題
問
の
会
社
代
現

る
知
を
方
え
伝
や
現
表
な
様
多

る
す
り
た
め
深
り
た
げ
広
を
え
考
て
し
通
を
い
合
話

　

二
浩
木
多



へ
会
社
る
す
話
対

　

子
淑
峻
暉

め
す
す
の
書

 

8

読

章
文
な
的
理
論

す
話

・
と
こ

く
聞

の
と
こ

 

窓

法
方
の
い
合
話
と
的
目
の
話
会

「

 指
て
い
つ
に
面
ス
ナ
イ
マ
と
面
ス
ラ
プ
す
ら
た
も
が
」
化

「
た
ま
。
う
よ
し
摘

へ
会
社
る
す
話
対

「」

理
原
の
議
会

」に
」
い
合
話
「
る
け
お
に
決
解
題
問
、
ら
が
な
し
照
参
を

動
活
語
言
の
元
単

8

の
論
結
や
た
か
し
の
い
合
話

う
よ
し
夫
工
を
方
し
出

・
と
こ
す
話

３
と
こ
く
聞

め
と
ま
を
報
情
た
め
集

う
よ
し
表
発

・
と
こ
す
話

２
と
こ
く
聞

る
れ
ら
得
が
解
理
の
手
相

う
よ
し
夫
工
を
現
表
に
う
よ

・
と
こ
す
話

１
と
こ
く
聞

史
歴
・
語
言
9

「

か
何
は
と
〉
語
遍
普
〈

「」

本
日
代
近
と
脈
文
漢

「
や
」

打

葉
言
ち

語
言
な
う
よ
の
ど
は
と
」
語
本
日
「、
み
読
を
」

す
や
り
か
分
、
に
手
相
な
ま
ざ
ま
さ
、
め
と
ま
か
る
あ
で

。
う
よ
し
介
紹
く

動
活
語
言
の
元
単

9

１
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
見
意
の
分
自

 

２
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
見
意

 

３
と
こ
く
書

　

う
よ
め
と
ま
に
料
資
明
説

 

４
と
こ
く
書

　

う
こ
書
を
文
介
紹

 

る
え
考
て
い
つ
に
語
言
う
い
と
語
本
日

る
す
慮
配
に
体
文
て
せ
わ
合
に
手
み
読

る
す
夫
工
を
開
展
や
成
構
の
章
文

？
か
何
は
と〉
語
遍
普
〈

　

苗
美
村
水

 



本
日
代
近
と
脈
文
漢

　

史
希
藤
齋

葉
言
ち
打く

書

の
と
こ

 

窓
め
す
す
の
書

 

9

読

章
文
な
的
理
論

章
文
な
的
用
実



1213

読
む
こ
と

明治書院ホームページ　http://www.meijishoin.co.jp明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

●
単
元
１　
自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ

精選 現代の国語
単元1  ことば・思考

自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ

　読
書
と
い
う
の
は
、
本
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
む
こ
と
、
し
っ
か
り
読
み
通
す
こ
と
、
読
み
切
る
こ

と
、
読
み
ぬ
く
こ
と
、
読
み
解
く
こ
と
、
な
の
だ
ろ
う
か
。

　そ
う
で
は
な
い
、
と
思
う
。
む
し
ろ
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
ま
な
け
れ
ば
読
ん
だ
こ
と
に
な
ら
な
い

と
断
じ
る
く
ら
い
、
読
書
と
い
う
も
の
の
あ
り
よ
う
を
不
用
意
に
歪ゆ
が

め
て
し
ま
う
も
の
は
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
。

　本
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
、
本
当
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。
そ
う
い
う
本
が
、
本
の
世
界
に
は
決
し
て
少
な

く
な
い
し
、
さ
っ
と
読
み
飛
ば
せ
な
い
、
と
い
う
よ
り
、
さ
っ
と
読
み
飛
ば
さ
せ
な
い
、
そ
う
い
う
本
が

あ
る
。

　読
み
方
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
く
る
の
も
、
つ
ま
ら
な
く
な
る
の
も
読
書
だ
。
読
み
通
す
の
で
な

く
、
読
み
さ
す
。
読
み
切
る
の
で
な
く
、
読
み
余
す
。
読
み
ぬ
く
の
で
な
く
、
読
み
継
ぐ
。
読
み
解
く
の

長お
さ

田だ

　弘ひ
ろ
し

●

＊

＊

問
「
そ
う
で
は
な
い
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

510

10

で
な
く
、
読
み
と
ど
め
る
。
そ
う
し
て
、
開
い
た
ま
ま
本
を
伏
せ
て
、
あ
る
い
は
閉
じ
て
積
ん
で
、
自
分

の
日
々
の
時
間
の
傍
ら
に
置
く
。

　そ
う
い
う
本
の
あ
り
方
、
読
み
方
を
お
の
ず
か
ら
求
め
る
本
が
あ
り
、
本
と
い
う
最
も
古
い
人
間
の
文

化
の
あ
り
よ
う
を
最
も
よ
く
伝
え
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
決
し
て
読
み
飛
ば
さ
せ
な
い
よ
う
な
本
の
記

憶
だ
っ
た
と
思
う
。

　二
千
年
の
命
を
今
も
保
っ
て
い
る 

強
き
ょ
う

靱じ
ん

な
本
の
多
く
が
そ
う
だ
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
哲�

学
者
の
本
、
論
語
や
荘そ

う

子じ

の
よ
う
な
古
代
中
国
の
本
、
ザ
・
ブ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
聖
書
に
し
て
も
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
読
み
飛
ば
せ
る
本
と
は
到
底
言
え
な
い
。
ど
ん
な
に
引
き
込
ま
れ
て
も
、
読
み
切
れ
ず
、

繰
り
返
し
読
み
さ
し
て
し
ま
う
。

　そ
れ
で
い
て
、
読
み
さ
し
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
い
つ
か
気
づ
く
こ
と
も
な
く
、
そ
の
本
の
言
葉
が
自

分
の
中
に
畳
ま
れ
て
い
て
、
一
度
も
通
読
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
全
体
を
読
ん
で
い
る
。

　読
み
さ
す
の
「
さ
す
」
は
「
止さ

す
」。
中
断
す
る
こ
と
だ
。
本
に
つ
い
て
、
中
断
を
重
ね
な
が
ら
読
む

と
い
う
経
験
か
ら
思
い
知
っ
た
こ
と
は
、
中
断
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
本
は
間
違
い
な
く
い
い
本
だ
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
や
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
を
読
む
。
そ
れ
は
中
断
を
楽
し
み
と
し
て
読
む
こ
と

だ
っ
た
。

●

＊

1

2
3

4

問
「
自
分
の
日
々
の
時
間
の

傍
ら
に
置
く
。」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

1
論
語

　孔
子
と
そ
の
門
人

た
ち
の
言
行
を
ま
と
め
た

書
。

2
荘
子

　荘
周
（
荘そ

う

子し

）
の

論
説
を
ま
と
め
た
書
。

3
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

　

M
ichel��

Eyquem
�de�M

ontaig
ne

　一
五
三
三
年
～
一
五

九
二
年
。
フ
ラ
ン
ス
の
思

想
家
。

4
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

　

�
A
leksandr�Ivanovich�
G
ertsen

　一
八
一
二
年

～
一
八
七
〇
年
。
ロ
シ
ア

の
思
想
家
・
作
家
。

51015

あ
り
よ
う

　読
み
さ
す

　

強
靱

11

単
元 

1

論
理
的
な
文
章

　

��

自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ

作品理解に役立つ図版を適宜
本文中に入れた。

　

つ
し
し
さ
み
読
し
さ
み
読
、
も
て
し
に
集
華
詞

を
断
中
、
る
げ
継
み
読
た
ま
、
み
読
つ

活い

で
の
も
る
せ
わ
わ
味
に
分
存
、
を
の
も
う
い
と
方
み
読
た
し
か

、
の
形
の
本
き
べ
く
置
に
ら
傍
々
日
、
は
の
う
い
と
集
華
詞
、
り
あ

悦こ
ろ
よ

　

い
置
に
中
の
々
日
の
分
自
を
本
。
だ
の
い
な
は
で
と
こ
の
け
だ
う
い
と
む
読
を
本
、
は
の
う
い
と
書
読

た
こ
ち
持

ル
イ
タ
ス
の
生
人
の
人
の
そ
、
は
の
う
い
と
書
読
も
に
世
の
つ
い
。
だ
の
な
書
読
が
の
う
い
と
く
ゆ
て
え

。
る
あ
で
の
な
と
こ
の

　

に
烈
強
て
め
初
を
と
こ
の
そ

を
絵
の
枚
一
、
は
の
た
し
識
意

田
黒

。）
年
一
九
八
一
（』
書
読
『の
輝
清

持
ら
か
学
留
ス
ン
ラ
フ
が
田
黒

を
り
ま
始
の
代
近

印る
し

に
と
こ
す

　

れ
か
描
で
村
小
の
く
近
リ
パ 5

6

●

＊

7

＊

、
で
の
も
た

鎧い
ろ
よ

戸ど

。
る
い
て
し
と
う
ろ
く
め
で
指
の
手
右
も
し
今

覚ぼ
お

。
だ
本
い
し

部
一
の
生
人
の
人
、
す
な
を
部
一
の
活
生
の
々
日
、
は
の
る
い
て
れ
か
描
、
が
い
な
ら
か
分
は
か
本
の
何

　

の
人
も
に
な
ん
こ
、
は
と
こ
る
め
つ
見
を
字
文
。
る
か
分
ば
れ
見
を
目
の
娘
む
読

眼な
ま

差ざ

無
、
に
明
透
を
し

。
だ
き
驚
う
い
と
か
の
な
の
も
る
す
に
の
も
な
私

8

＊

＊

●

5
万

集
葉
　

本
日
る
す
存
現

百
五
千
四
。
集
歌
の
古
最

る
め
収
を
り
余
首

。

6
詞

集
華
　

文
や
詩
た
れ
優

。
物
書
た
め
集
を
章

問
「

あ
と
」
明
発
い
し
ば
悦

」
い
し
ば
悦
「が
何
、
が
る

。
か
の

8
鎧
戸　

狭
の
幅
に
ど
な
窓

つ
を
き
傾
の
定
一
を
板
い

り
取
て
け
あ
を
隔
間
、
け

。
戸
た
け
つ

、
は
で
こ
こ

。
す
指
を
ド
ン
イ
ラ
ブ

7
黒

輝
清
田

　

年
六
六
八
一

問
「

が
の
も
う
い
と
書
読

 

。
か
何
、
は
と
」
の

510155

11

）
学
哲
（
哲

　
12

）
集
華
詞
（
華

　
12

）
烈
強
（
烈

　
13

）
明
透
（
透

理
整
の
字
漢

る
え
た
こ
ち
持

　

す
印
　

も
し
今

　

い
し
覚
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ろ
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評
、
ど
な
』
要
必
の
吸
呼
深
『』
会
一
期
一
卓
食
『』
人
旅
な
鮮
新
ら
れ
わ
『
に
集
詩
。
う
行
を
動
活
な
彩
多
ど
な
想
随
、
論
評
、
く
な
は
で
け
だ

革
変
の
情
抒
『
に
筆
随
・
論

　

は
文
本
。
る
あ
が
ど
な
』
間
時
い
し
か
つ
な
『』
利
権
る
語
で
称
人
一
『』
と
こ
る
あ
で
人
詩
『』
為
行
と
詩
の
後
戦

『読書』（黒田清輝筆）
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冒
頭
に
は
、繰
り
返
し
読
む
こ
と
で
、

知
恵
と
思
考
力
が

身
に
つ
く
教
材
を
配
し
た

自分の時間で読み継ぐ（長田 弘）
論理的な文章  読むこと１

● 問 読解上の注意点
本文中に●印で示し、脚注欄
に問 問の形で掲げた。

●＊注意する語句
知っておきたい語句、慣用句、
難語句などは、本文中に＊で
示し、脚注欄の左端に見開き
ごとにまとめた。

た
も
の
で
、
鎧よ
ろ
い戸ど

か
ら
差
し
込
む
日
差
し
の
明
る
い
部
屋
で
、
娘
が
一
人
、
黙
っ
て
本
を
読
ん
で
い
る
。

娘
は
村
の
肉
屋
の
娘
で
、
左
手
に
持
っ
た
本
の
ペ
ー
ジ
を
、
今
し
も
右
手
の
指
で
め
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。

娘
が
手
に
持
っ
て
い
る
本
は
、
も
う
よ
れ
よ
れ
の
、
す
で
に
幾
度
と
な
く
読
ま
れ
て
き
た
と
覚お

ぼ

し
い
本
だ
。

何
の
本
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
日
々
の
生
活
の
一
部
を
な
す
、
人
の
人
生
の
一
部

を
な
す
読
書
と
い
う
も
の
、
そ
の
も
の
の
姿
だ
っ
た
。

　
読
書
と
い
う
も
の
が
失
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
、『
読
書
』
と
い
う
絵
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
本
を

読
む
娘
の
目
を
見
れ
ば
分
か
る
。
文
字
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
こ
ん
な
に
も
人
の
眼ま

な

差ざ

し
を
透
明
に
、
無

私
な
も
の
に
す
る
も
の
な
の
か
と
い
う
驚
き
だ
。

8

＊

＊

●

8
鎧
戸
　
窓
な
ど
に
幅
の
狭

い
板
を
一
定
の
傾
き
を
つ

け
、
間
隔
を
あ
け
て
取
り

つ
け
た
戸
。
こ
こ
で
は
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
指
す
。

問
「
読
書
と
い
う
も
の
が

失
っ
て
は
い
け
な
い
も 

の
」
と
は
、
何
か
。

5

11
哲
（
哲
学
）
　12
華
（
詞
華
集
）
　12
烈
（
強
烈
）
　13
透
（
透
明
）

漢
字
の
整
理

持
ち
こ
た
え
る
　
印
す
　

今
し
も
　
覚
し
い

長
田
　
弘
（
お
さ
だ 

ひ
ろ
し
）　
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
～
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
。
詩
人
・
評
論
家
。
福
島
県
の
生
ま
れ
。
詩
作

だ
け
で
は
な
く
、
評
論
、
随
想
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
う
。
詩
集
に
『
わ
れ
ら
新
鮮
な
旅
人
』『
食
卓
一
期
一
会
』『
深
呼
吸
の
必
要
』
な
ど
、
評

論
・
随
筆
に
『
抒
情
の
変
革
　
戦
後
の
詩
と
行
為
』『
詩
人
で
あ
る
こ
と
』『
一
人
称
で
語
る
権
利
』『
な
つ
か
し
い
時
間
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は

『
朝
日
新
聞
』〔
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
月
二
十
二
日
夕
刊
〕
に
よ
っ
た
。

13

単
元 

1

論
理
的
な
文
章
　��

自
分
の
時
間
で
読
み
継
ぐ

探しやすいインデックス

●漢字の整理
注意する漢字を用いた熟語を掲
げ、初出のページを示した。書
体は、書く便宜を考慮した教科書
体（筆記体）。

現
代
詩
人
長
田
弘
の

新
聞
コ
ラ
ム
欄
で
発
表
し
た
読
書
論
。

身
近
な「
読
書
」に
つ
い
て
、詩
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
文
章
で
、高
校
生
に
問
い
か
け
ま
す
。

●深い学びのために
各教材の末尾に深い学びを助ける
ため、4種類の課題を設けた。
言葉と表現
語句の知識の整理を中心とする問
題を設けた。
学習のポイント　

「読むこと」「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の学習領域に関する問題を
設けた。
言語活動
各教材に関する実践的な活動を設
けた。
探究活動　

「言語活動」を踏まえ、多様な課題に
対する意識づけとなる問いを設け
た。
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●
対
話
す
る
社
会
へ
／
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
窓

精選 現代の国語
単元８  世界・平和

知識・技能や各領域の活動を進
めるうえで基本となる事項を具体
的に取り上げ、「使える」「役立つ」
力に育てる。

会話の目的と話合いの方法 対話する社会へ（暉峻淑子）
コラム  話すこと・聞くこと3 論理的な文章  話すこと・聞くこと3

現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
対
話
に
よ
る

問
題
解
決
の
重
要
性
を
考
え
る
教
材

「話すこと・聞くことの窓」という
コラムを通して、 
伝える方法を学ぶ

コラムを通して
いろんな知識が
身に付きます

「伝え合う力」を鍛える３つのコラム
『精選 現代の国語』収録

●話すこと・聞くことの窓１ 
　印象に残る話し方
…… 「スピーチ」自分の考えを言葉で説明
●話すこと・聞くことの窓２ 
　プレゼンテーション
…… 「発表」自分の考えを言葉＋図表などの文字情報で説明

●話すこと・聞くことの窓３ 
　会話の目的と話合いの方法
…… 「話合い」各自の考えを踏まえたうえで話し合う

「
対
話
」そ
の
も
の
に
言
及
し
た
経
済
学
者
の
文
章
。

現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る
対
話
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
、

目
的
に
応
じ
た
結
論
の
出
し
方
を
学
び
ま
す
。
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●
漢
文
派
と
近
代
日
本
／
書
く
こ
と
の
窓

精選 現代の国語
単元８  世界・平和

精選 現代の国語
単元８  世界・平和

漢文脈と近代日本（齋藤希史）

日
本
文
化
の
基
礎
に
あ
る

漢
文
の
世
界
を
再
確
認
す
る

論文・レポートにふさわしい文体
論理的な文章  書くこと4コラム  書くこと４

説得力のある文章とは人の心を
動かす文章であり、それは文章
の構文を学ぶだけで実現できる
ものではない。

まずは書くことへのハードルを下
げて、楽しく書く動機づけを行う
必要がある。

「書く力」を鍛える４つのコラム
『精選 現代の国語』収録

●書くことの窓１
　言葉選びの方法
…… 文脈に合った言葉を吟味し、適切に選択する力
●書くことの窓２
　文章執筆の構想
…… 一貫性を持って、文章全体を構成する力
●書くことの窓３
　文章を分かりやすくする方法
…… 読み手の知識を想定して、分かりやすく書く力

●書くことの窓４
　論文・レポートにふさわしい文体
…… 洗練された文体で、書き言葉にふさわしく書く力

「書くことの窓」というコラムを通して、 
着実に！ 確実に！ 
文章力向上の支援を行う

●注
固有名詞、外来語、難語句な
どには本文中に番号を付けて
脚注欄で解説。

書
記
言
語
と
し
て
の
漢
文
の

有
用
性
を
説
い
た
文
章
を
読
み
、

日
本
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
学
び
ま
す
。
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●
実
用
的
な
文
章
／
単
元
の
言
語
活
動
／
読
書
の
す
す
め

精選 現代の国語
単元9  言語・歴史

ス
マ
ホ
に
よ
り
日
常
的
と
な
っ
た

「
打
ち
言
葉
」を
は
じ
め
、メ
デ
ィ
ア
の
特
性

に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

●実用的な文章
『精選 現代の国語』収録教材

生徒の生活感覚に近く社会生活に必要と
考えられるものを配置
①広告（読むこと）
関心を引く表現を学ぼう
②案内（話すこと・聞くこと）
初めての人に分かりやすく伝える工夫を
しよう
③レポート（書くこと）
課題に対する自分の考えを伝えよう
④白書 （読むこと）
資料やデータをもとに仮説を立てよう
⑤企画書 （話すこと・聞くこと）
情報を客観的に検討しよう
⑥解説（書くこと）
読み手が必要とする情報を明確に示そう
⑦手順書 （書くこと）
手順を正確に伝達しよう

⑧打ち言葉 （書くこと）
メディアの特性に応じた言葉の使い方を
学ぼう

打ち言葉
実用的な文章  書くこと４

最初に学習のねらいを示すことで、
学ぶ目的を明確にしている。

紹介文を書こう
単元の言語活動9・読書のすすめ  書くこと４

読

め
す
す
の
書
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捉
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再
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点
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史
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史
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岡
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字
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活
生
米
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交
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と
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本
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常
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心
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す
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表

義
岡
片

し
よ

男お
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へ
外
の
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本
日
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界
世
る
す
成
形
が
語
本
日
は
い
る
あ
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え
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す
成
構
が
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英
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言
的
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体
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え
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か
外
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と
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文
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史
欧
東
の
動
激
。
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捜
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学習のポイントを明示
「単元の言語活動」では、ＰＤＣＡを基本
に展開。目的の提示から改善までの過
程を具体的に示す。
Ｐ…plan（考える）
Ｄ…do（活動する）
Ｃ…check（評価する）
Ａ…act（改善する）

高等学校１年時に読んでおきたい書籍、また、
知っておきたい書籍を掲げた。選択の規準とし
て、次の点に配慮した。

（1）教材と関連して、本文理解を助けるもの。特に、①教材と
同作者のもので、代表的なもの、比較的新しいもの、②教材と
テーマのうえで関連があり読み比べることができるもの。

（2）ものの見方、感じ方、考え方を豊かにするために役立つも
の。

（3）入手可能な書籍（特に新書・文庫）、また図書館等で閲覧可
能なもの。

●単元の全教材を
　活用した課題
グループ活動やクラスメートとの
相互評価等の、対話を使った活
動を積極的に設けた。

●読書のすすめ
単元教材と関連した書籍を掲載。
主体的に知識を広げるきっかけと
なる読書ガイド。

PDCA
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